
特集
前立腺は男性だけにある臓器で、加齢などの要因でそれが大きくなるのが前立腺肥大症です。
かつては下腹部を切開する外科手術が行われていましたが、近年はレーザーを使用する
内視鏡手術が普及。出血が少なく、高齢者でも可能など、様々なメリットがあります。
HoLEP、PVP、CVPいずれも術後の痛みは少なく勃起障害もほとんどなく、射精機能も残ります。
手術以外にも薬で症状を抑える内科的治療もあります。
症例実績があり、専門性の高い施設もありますので、悲観することなくポジティブに治療に望んで
医師へ相談して欲しいと思います。

「前立腺肥大症のレーザー治療」
痛みが少なく回復が早いCVP、PVP、HoLEPによる患者に優しい低侵襲治療
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